







































































































































































































































































（高橋他編 2016, 松井 2017, 関 2020）。
立ち入りを禁じ、行動を制約し、生活に不利益
をもたらすだけだった避難指示は、原子力損害賠











































































































































































う。津島地区は 1889（明治 22）年に 6 村が合併
してできた津島村（行政村）の流れを汲む中山間




4 月 22 日に計画的避難区域に指定され、2013 年

















































川俣町山木屋地区は、2011 年 4 月 22 日、隣接
する飯舘村、浪江町津島地区等とともに計画的避
難区域に設定され、2013 年 8 月 8 日に居住制限
区域と避難指示解除準備区域に再編された。2015
年 8 月 31 日から避難指示解除に向けた準備宿泊
52　「ふるさと剥奪」と「ふるさと疎外」
が始まり、2017 年 3 月 31 日に地域全域の避難指
示は解除されている。
2018 年 10 月 1 日現在、住民基本台帳上で山木
屋に住所があるのは 301 世帯 887 人で、そのうち
居住者人数（居住率）は 145 世帯（48. 2％）320


























































































































復興拠点商業施設（とんやの郷） 7 億 5 千万円
幼稚園、小中学校改修費
（校舎、プールなど）






8 億 5 千万円
井戸掘削事業
（帰還のための井戸掘り　240 戸）
8 億 4 千万円
水田用排水路整備事業
（水田の用水路整備）
34 億 7 千万円
農業基盤整備事業
（農道など舗装整備）
7 億 1 千万円
町道路整備舗装事業
（未舗装道の整備）
11 億 3 千万円
災害公営住宅整備事業（40 戸新築） 7 億円
木戸道舗装整備事業
（帰還者の木戸道舗装）








































年 7 月 28 日



























9） 避難指示区域外の男性、単身避難、2012 年 7 月ヒ
アリング。
10） 避難指示区域外の女性、3 年間の避難を経て帰還、






覧 2019 年 9 月 2 日）。
12） 2017 年 1 月 20 日第 5 回口頭弁論の意見陳述による。







14） 以下は、山木屋へ帰還した 30 名へのヒアリング調




















風力発電施設 3 基のうち 1 基は、採算が合わず、
撤去される方針であることが報じられた。風車 3
基と変電所にはこれまで 585 億円が投じられたと
いう（東京新聞、2018 年 10 月 27 日）。なお、2020
年 12 月 16 日、経済産業省は全基撤去の方針を正
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